
S … 目標を上回る結果となった
A … 目標通り達成した
B … 達成したが課題が残っている
C … 達成できなかった

達成
状況

実施結果

A
①女性のワークショップについては、６回開催し、
99人が参加。「自助の重要性」について、個人備蓄
などの重要性を周知・啓発しました。

A

②出前行政講座を37回実施しました。「日頃の備
え」、「マイタイムライン」及び「わたしの避難計
画」などの講座を開催し、備えや早期避難への具体
的な行動について意識の向上を図りました。

②出前行政講座を35回以
上実施します。
（令和５年度29回）
（令和４年度22回）

　防災について、体験や参加者同士での
話し合いを通して分かりやすく理解して
もらうため「女性防災ワークショップ」
を開催します。
　また、出前行政講座などの機会を捉え
て、防災行動を整理した「マイ・タイム
ライン」と「わたしの避難計画」の特徴
や活動方法等を分かりやすく説明し、住
民の早期避難意識の醸成を図っていきま
す。

自助：自らの命は
自ら守る
　
（危機管理課）

①女性防災ワークショッ
プを６回(３種類×各２
回)実施します。
（令和５年度３回）

1

令和６年度 危機管理部 重点施策の実施結果

総　 括

○「自助」「共助」「公助」「防災強靱化」の充実を図り、『防災力を高めるまちづくり』を推進しました。
・「自助」については、防災ワークショップや出前行政講座を開催し、防災知識や意識の向上を図りました。女性防災ワークショップに
ついては、今後「自助」に加えて「共助」へとテーマを移行し、地域における女性の防災力につなげていきます。
・「共助」については、一部の訓練を除き、各種訓練の実施、自主防災会説明会及び防災講演会の開催を通して地域防災力の強化に努め
ました。次年度においても、防災講演会に「地域防災」をテーマとして、共助について市民の皆さんに考えてもらう機会を設けていきま
す。
・「公助」については、「ＳＮＳを活用した情報収集システム」を導入し、デジタルによる災害情報の収集・整理を行いました。また、
より効率的かつ効果的に支援を受け入れる体制を整えるため各種マニュアル整備を図りました。次年度は、訓練を通してマニュアルの検
証を行い、必要な修正を加えていきます。
・「防災強靱化」については、基本計画の推進のため、旧町部地区センター解体工事や跡地の仮駐車場整備工事を計画どおり実施しまし
た。今後は、各種工事の進捗管理を行い、計画的かつ効果・効率的に事業を実施していきます。

重点施策・事業 取　組　内　容 達成目標
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実施結果重点施策・事業 取　組　内　容 達成目標

A

①６月２日に水防訓練・土砂災害訓練を実施しまし
た。９月１日の総合防災訓練は台風10号の影響によ
り中止となりましたが、当日予定していた内容を盛
り込み、12月１日に地域防災訓練を実施しました。
２月２日に原子力防災訓練を実施しました。計画し
ていた５回の訓練内容を実施し、年間を通して共助
の強化を図りました。

A
②５月18日に静岡地方気象台職員を講師に招き、
「菊川市の過去・現在・未来～気象から見る風水害
への備え～」を演題に防災講演会を開催しました。

A

①ＡＩ防災・危機管理情報サービス「FASTALERT」を
導入し、市内では、停電、火災、道路渋滞等の案件
を年間で延べ92件確認し、得られた情報と自主防災
会等との情報の整合を確認しました。また、大雨や
地震による協定先の被害状況等を36回確認しまし
た。

B

②災害対策本部各班（課）の総合防災訓練における
訓練内容についてヒアリング・助言を行いました。
これを踏まえ、各班は受援に必須となるマニュアル
整備（作成・更新）に資するよう訓練を実施し、40
件のマニュアル整備を行いました。
受援体制に移行する発災３日目を想定した本部運営
訓練を実施し、各部の受援に係る業務の共有を図り
ました。

3

　大規模災害時に地域との連携体制強化
を図るため、感染症対策を十分に行う中
で、地域防災訓練などを通じて自主防災
会、地区防災連絡会及び避難所運営委員
会と課題を整理して「自らの地域は皆で
守る」ことを強化していきます。
　また、自主防災会における資機材の整
備・更新を推進し、共助における防災力
の向上を図ります。

共助：自らの地域
は皆で守る
　
（危機管理課）

2

②令和６年12月末までに
防災講演会を開催しま
す。

②総合防災訓練にて、受
援に関わる訓練を実施し
ます。

　情報収集や情報発信については、自主
防災会との連携は基より、ＡＩでリアル
タイムに情報を処理できる「ＳＮＳを活
用した情報収集システム」を導入し、多
方面から正確な情報を素早く収集できる
体制づくりを構築します。必要な情報
は、茶こちゃんメール、ＳＮＳ及びｄボ
タンなどにより早期に正確な発信を行い
ます。
　防災資機材や備蓄品については、「菊
川市防災資機材備蓄計画」に基づき、整
備・更新・維持管理を行い災害に備えま
す。
  受援体制の強化に向けては、「菊川市
災害時広域受援計画」を精査し、訓練を
実施することで実効性を高めます。

公助：市民の生
命・財産を守る防
災力の強化
（危機管理課）

①防災訓練を５回実施し
ます。
（令和５年度５回）

①「ＳＮＳを活用した情
報収集システム」を導入
し、災害対策本部で情報
を活用します。
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4 A

旧町部地区センター解体工事を令和６年９月30日に
完了し、跡地の仮駐車場整備工事を令和６年10月４
日に完了しました。
また、本庁舎外壁改修工事を発注し、令和６年９月
９日に契約を締結しました。

菊川市役所本庁舎
外壁改修工事の実
施
（防災強靭化室）

　外壁改修工事に先立ち、旧町部地区セ
ンターの解体を行い、仮駐車場を確保し
ます。その後、剥落の危険性がある外壁
タイルと下地を撤去し、新たに外壁へ金
属パネルを取り付ける工事や防水工事を
実施し、本庁舎の強靱化を図ります。

旧町部地区センターの解
体工事を完了し、外壁改
修工事を発注します。


